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船舶事故調査報告書 

 

                            平成３０年３月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突（桟橋） 

発生日時 平成２９年５月１２日 １１時４０分ごろ 

発生場所 静岡県沼津市三津
み と

浜
はま

千鳥
ち ど り

桟橋 

 伊豆内浦
うちうら

港三津４号防波堤灯台から真方位１８５°３５０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０１.３′ 東経１３８°５３.８′） 

事故の概要  旅客船第２伊豆
い ず

丸は、着桟作業中、桟橋に衝突した。 

 第２伊豆丸は、旅客１人が負傷し、桟橋にペイント剝離を生じた。 

事故調査の経過  平成２９年５月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 第２伊豆丸、１３トン 

 ２４１－７１２２静岡、千鳥観光汽船株式会社（Ａ社） 

 １５.００ｍ×３.９９ｍ×１.７８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２０５.９５kＷ、昭和５８年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ２２歳 

 一級小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  平成２８年９月３０日 

  免許証交付日 平成２９年２月１３日 

       （平成３４年２月１２日まで有効） 

 死傷者等 軽傷 １人（旅客Ａ） 

 損傷 本船 なし 

桟橋 ペイント剝離 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、船長、甲板員Ａ及び甲板員Ｂが乗り組み、旅客Ａほか旅客

４２人を乗せ、平成２９年５月１２日１１時２０分ごろ三津浜千鳥桟

橋（以下「本件桟橋」という。）を離桟し、内浦湾周遊を行った後、

本件桟橋に船首着けでの着桟作業に入った。 

船長は、操舵室左舷側の舵輪の前に立って操船に当たり、甲板員Ａ

が船首配置に、甲板員Ｂが操舵室右舷側で見張りにつき、約３ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で手動操舵により本件桟橋に

接近した。 
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本船は、船長が、本件桟橋の手前約１０ｍで主機のクラッチを中立

にして前進行きあしにより本件桟橋に接近し、約３～４ｍ手前で同ク

ラッチを後進に入れ、前進行きあしを減速して着桟しようとしたとこ

ろ、前進行きあしが速いことに気付いた甲板員Ａが操舵室前部出入口

から駆け込んで来てスロットルレバーを操作して主機の回転数を上げ

たものの、１１時４０分ごろ船首部が本件桟橋に衝突した。 

本船は、甲板員Ｂが半歩前に出る程度の衝撃を受け、甲板員Ａが操

船を交替して着桟した。 

船長及び甲板員Ｂは、客室内を巡回して旅客の状況を確認し、客室

後部出入口階段付近に立っていた旅客Ａが天井角部に前頭部を打って

裂傷を負っていたので、Ａ社に案内し、絆創膏を貼るなどの応急手当

を行った。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船 参照） 

 その他の事項  本船の船首着けでの着桟操船要領は、約３kn の速力で本件桟橋に

ほぼ直角に接近し、本件桟橋の手前約１０ｍで主機のクラッチを中立

とし、本件桟橋の手前約３～４ｍで同クラッチを後進に入れ、本件桟

橋の直前で主機の回転数を上げて前進行きあしを減速するものであっ

た。 

船長は、平成２８年１１月にＡ社に就職して乗船経験を積み、本事

故の約２か月半前からは、ほぼ毎日、本船の操船を行い、操船には慣

れていたものの、船首着けで着桟したのは数回であり、本事故時、本

件桟橋の左右には他船が係留されていたので、前面に船首着けで着桟

することにした。 

甲板員Ａは、船長の上司であり、船首着けでの着桟操船に慣れてい

た。 

 船長は、船首着けで着桟するに当たり、以前、主機のクラッチを後

進に入れて回転数を上げずに着桟したことがあり、船首部にはタイヤ

の防舷材があり、衝撃を吸収してくれるので大丈夫と思っていた。 

船長は、本事故時も同様に操船したが、主機の回転数を上げて減速

しなければいけなかったものと本事故後に思った。 

 本船は、着桟する際、立っている旅客に対して、着席するか、手す

り等をつかむように注意喚起のアナウンスを行っていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、本件桟橋に着桟作業中、船長が、前進行きあしの制御を適

切に行わなかったことから、前進行きあしが速い状態で本件桟橋に接

近し、船首部が本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

船長は、船首着けで着桟するに当たり、過去に主機のクラッチを後



- 3 - 

進に入れて回転数を上げずに着桟したことがあり、船首部に設置した

タイヤの防舷材により衝撃を吸収できるものと思い込んでいたことか

ら、主機の回転数を上げて前進行きあしを減速しなかったものと考え

られる。 

原因  本事故は、本船が、本件桟橋に着桟作業中、船長が、前進行きあし

の制御を適切に行わなかったため、前進行きあしが速い状態で本件桟

橋に接近し、船首部が本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

参考 Ａ社は、本事故後、次の対策を講じた。 

・船首着けで着桟するに当たり、本件桟橋の手前で早めに後進をか

け、前進行きあしを十分に減速し、速力を調整して着桟する。 

・着桟時、旅客に対して、「着桟時には座ってください。座ってな

い方は手すり等につかまってください。」旨、注意喚起のアナウ

ンスを行う。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船首着けでの着桟作業は、前進行きあしの調整を早期に、かつ、

慎重に行い、過大な前進行きあしで着桟しないように留意するこ

と。 

・船首着けの着桟操船は、事前に十分に練習しておくことが望まし

い。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

    

   

伊豆内浦港三津 

４号防波堤灯台 

三津浜千鳥桟橋 

事故発生場所 

（平成２９年５月１２日 

 １１時４０分ごろ発生） 

内 浦 湾 静 岡 県 

 沼 津 市 

静岡県 
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写真１ 本船 
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操舵室前部出入口 
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客室前部出入口 

桟橋 


